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様式第３ 

会  議  録 

会   議   名 平成３０年度第１回野田市障がい者基本計画推進協議会 

議題及び議題毎の

公開又は非公開の

別 

議題 

１ 第３次野田市障がい者基本計画について（諮問） 

２ 団体・法人ヒアリング及び障がい者福祉に関するアンケー 

ト結果について 

３ 第２次野田市障がい者基本計画（改訂版）に基づく取組の 

進捗状況について 

４ 「施策の基本的な方向性」への意見などについて 

日       時 
平成３０年８月３０日（木） 

午後１時１５分から午後２時４５分まで 

場       所 保健センター３階大会議室 

出  席  委  員 

渡辺 隆、谷口 勲、逆井 一、知久 たい子、鈴木 良造、

鳥羽 敬俁、熊沢 英也、上木 昭、鈴木 美由紀、野口 美

智子、加藤 満子、池田 実代、五十嵐 孝子、廣瀬 哲也、

土井 邦博、渡辺 梨絵、矢野 祐子（途中出席１名） 

欠  席  委  員 小林 修、杉戸 一寿、山本 由紀子 

事 務 局 等 

鈴木 有（市長）、直井 誠（保健福祉部長）、染谷 尚之（生

活支援課長補佐）、善方 浩子（高齢者支援課長補佐）、中代 

英夫（保健センター長）、池田 亜由美（子ども支援室長）、

中村 正則（企画調整課長補佐）、荒井 幸則（広報広聴課長）、

寺門 洋行（総務課長補佐）、会田 洋一（営繕課市営住宅係

長）、大塚 盛也（市民生活課長）、森下 元博（防災安全課

 清美（みどりと水のまちづくり課主幹兼課長補佐）、

田中 徳寿（商工観光課長補佐）、勝田 等（管理課長補佐）

松本 茂也（道路建設課長）、浅野 開作（都市整備課長）、

秋谷 健二（愛宕駅周辺地区市街地整備事務所長）、小川原 一

浩（児童家庭課長補佐）、関根 康弘（保育課長）、  卓

哉（人権・男女共同参画推進課長）、鈴木 孝（選挙管理委員

会事務局長）、中村 利夫（教育総務課長）、大倉 純（社会

教育課課長補佐兼生涯学習振興係長兼勤労青少年ホーム副主

幹）、川上 翔太郎（学校教育課学務係管理主事）、村田 弘

信（指導課主幹兼指導主事）、小林 智彦（障がい者支援課長）、

 芳幸（障がい者支援課長補佐兼計画係長）、伊原 誠宏

（障がい者支援課障がい者福祉係長）、齋藤 剛（障がい者支

援課相談支援係長）、原田 陽子（障がい者支援課計画係主査）、

森本 晃司（障がい者支援課計画係主任主事）、小島 繁樹（障

がい者支援課計画係主任主事） 
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傍   聴   者 無し 

議   事 
平成３０年度第１回野田市障がい者基本計画推進協議会の会議

結果（概要）は、次のとおりである。 

障がい者支援課長

補佐 

 

 

 

 

 

加藤委員 

 

 

障がい者支援課長

補佐 

 

 

市長 

 

障がい者支援課長

補佐 

 

 

渡辺会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年８月３０日午後１時１５分開会する。委員は人事

異動以外で昨年度と変更が無いことを報告する。また会議録作

成のため、録音することの了承をお願いする。 

 次に配布資料の確認を行い、事前に配布した資料について文

字が小さかったため、拡大したものを新たに配布したので、差

し替えをするようお願いする。 

 

 事前に配布された資料を確認してきたが、内容は変更されて

いないか。 

 

 内容の変更はしておらず、文字の拡大と一部要約した部分が

ある。質問や意見がある場合は、通し番号の読み上げもお願い

したい。続いて市長より挨拶をさせていただく。 

 

＜挨拶＞ 

 

これより議題に入る。議事進行については、野田市障がい者

基本計画推進協議会設置条例第６条第１項の規定により、会長

にお願いする。 

 

＜挨拶＞ 

本日は、山本委員、杉戸委員から欠席する旨連絡があった。

なお、杉戸委員については、前任の坂本委員の人事異動により

４月１日から新たに委員に就任している。また、他の委員につ

いては今年度も引き続き委員として審議していただきたい。 

委員定数２０名のところ１６名の出席をいただいており、委

員の半数以上が出席のため、野田市障がい者基本計画推進協議

会設置条例第６条第２項の規定により、本協議会は成立してい

ることを報告する。また、本協議会の公開、傍聴については、

先の決定のとおり公開されている。 

 本日の傍聴の希望者はなかったが、会議途中でも傍聴の希望

があった場合には、会議に支障がないと判断したときは傍聴を

認めたいと思うので、委員各位には併せて了承をお願いする。 

 また、本日の協議会には、事務局の障がい者支援課職員のほ

か、野田市障がい者基本計画推進協議会設置条例第７条の規定

に基づき、施策に関係する担当職員が出席している。 

 

それでは、これから議事に入らせていただく。議題１に「第

３次野田市障がい者基本計画の策定について（諮問）」が上程
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市長 

 

 

 

渡辺会長 

 

 

 

 
 

障がい者支援課長 

補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

渡辺会長 

 

 

 

 

されている。 

 本日、市長より第３次野田市障がい者基本計画の策定につい

て本協議会へ諮問がある。これより市長から諮問をお受けする。 

 

＝会長及び市長が会場前方へ移動＝ 

 

＜諮問書を朗読し、会長に手渡す。＞ 

 

＝会長及び市長が自席へ移動＝ 

 

ただ今第３次野田市障がい者基本計画の策定について諮問を

受けた。それでは、本諮問に係る第３次障がい者基本計画の策

定について事務局に説明を求める。 

 

＝事務局は委員各位に諮問書の写しを配布＝ 

 

本日、第３次野田市障がい者基本計画策定についての諮問を

させていただいた。障害者基本法第１１条により、「市町村は

国の障害者基本計画及び都道府県障害者計画を基本とするとと

もに、当該市町村における障害者の状況等を踏まえ、当該市町

村における障害者のための施策に関する基本的な計画を策定し

なければならない」とされており、現在の第２次野田市障がい

者基本計画の計画期間が今年度で終了することから、平成３１

年度から５年間の第３次野田市障がい者基本計画の策定につい

て、諮問をしたものである。 

次に、本計画策定までのスケジュールについて、本日の議題

（４）の「施策の基本的な方向性について」で、本日の諮問に

対する計画書（案）を配布する。委員各位には、計画案を持ち

帰っていただき、９月２５日（月）までに意見を頂きたいと考

えている。 

それを受けて修正等を行い、次回の１０月２４日（水）に予

定している障がい者基本計画推進協議会で、第３次野田市障が

い者基本計画推進計画（素案）を諮りたいと考えている。 

その後に、１１月に野田市自立支援・障がい者差別解消支援

地域協議会及び、市民の意見をお聴きするパブリックコメント

を１１月から１２月に実施し、来年１月２４日（木）の予定で、

答申をいただきたいと考えている。 

最終的に、来年３月までに第３次障がい者基本計画書を策定

予定である。 

 

 次に、「委員名簿のホームページ掲載について」お諮りする。

これを許可してよろしいか。 

 

 ＜特に意見無し＞ 
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総務課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺会長 

 

 市は、一昨年度から委員名簿のホームページへの掲載につい

て、取組を開始した。ホームページ掲載に当たり、それぞれの

審議会に、掲載方法について判断をお願いし、そこで決定され

た審議会毎の判断を尊重し、現在、委員名簿をホームページに

掲載している。 

 本審議会においては、一昨年１０月の会議でこの件について

お諮りいただき、掲載する項目は、氏名、任期に加え、野田市

障がい者基本計画推進協議会設置条例で規定する選出区分とす

ることを決定し、現在、ホームページに掲載している。 

 こうした取組を行っているが、昨年９月に、本市における情

報公開制度と個人情報保護制度の公正な運営について意見を頂

く附属機関である、野田市情報公開・個人情報保護審査会から

委員名簿の公表の方法について、市長に対し意見が提出された。 

 その内容は、『審議会の委員は非常勤特別職の公務員である

こと、また、学識経験者として選任された委員については、選

任権者である市長がその委員に何を期待しているか、また、そ

の委員が何の学識経験を審議に生かせるかを明らかにすべきで

ある。このため、委員名簿には、委員名のほかに、その者が就

いている職やその者が持つ資格、特技、経験等の情報が簡潔で

もいいから掲載されることが望ましい。』というものであった。 

 この意見を受けて、市としては、既に公表する形が決定し、

ホームページに掲載している審議会については、その審議会の

会長に、情報公開・個人情報保護審査会の意見をお伝えし、そ

の取扱いをどのようにするか相談をすることとした。 

 本審議会においては、会長にこの旨を相談したところ、現在

の委員名簿を改めて、委員の選出理由が分かる項目を加えた委

員名簿とするか、それとも現状の委員名簿の形を維持するかの

判断については、①『直近の審議会の開催の際に、改めて審議

を行うこととする。』、②『委員の任期の切り替えの後、改め

て審議を行うこととする。』との意見を頂いた。 

 このことから、本日、委員名簿の掲載方法を、再度判断いた

だきたい。資料として、現在公表している委員名簿（Ａ案）と

情報公開・個人情報保護審査会の意見を踏まえて選出理由が分

かる項目を加えた委員名簿（Ｂ案）を用意した。これを参考に

判断をいただきたく、よろしくお願いしたい。 

 市としては、情報公開・個人情報保護審査会からの意見を受

けて、こうしたお願いをしているが、Ｂ案のような名簿に改め

ることが市の新たな方針となったということではない。 

 公表する名簿の形式については、あくまで、それぞれの審議

会の決定に基づいて行っていきたいと考えているため、自由な

議論、判断をよろしくお願いしたい。 

 

ただ今の説明に対して、質問等はあるか。 

 ないようであれば、ホームページに公開する委員名簿はどち
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障がい者支援課長

補佐 

 

渡辺会長 

 

上木委員 

 

 

 

 

 

 

 
 

管理課長補佐 

 

 
 

 

渡辺会長 

 

 

 

 

 

 
 

障がい者支援課長

補佐 

 

渡辺会長 

 

熊沢委員 

らの形式にするか多数決によって決定したいので、挙手をお願

いしたい。 

 現在の委員名簿の形式であるＡ案に賛成の方は挙手をお願い

したい。 

 選出理由が分かる項目を加えた委員名簿であるＢ案に賛成の

方は挙手をお願いしたい。 

 多数決の結果、Ｂ案の選出理由が分かる項目を加えた委員名

簿の形式で公表とする。 

  

次に議題２の「団体・法人ヒアリング及び障がい者福祉に関

するアンケートの結果について」事務局に説明を求める。 

 

【資料に沿って説明】 

 

 
ただ今の説明に対して、質問等はあるか。 

 

 各団体等からいろいろな意見や要望が出ており、私も点字ブ

ロックの件について出している。その中で、今日来るときに気

付いた点があるため意見を言いたい。市役所の職員は、車で通

勤しているため、気付いてもらえないが、駅から市役所までの

点字ブロックの多くが草でふさがってしまって歩けない。いつ

まで経っても改善されず残念である。市職員として意見を言わ

ずとも配慮していただきたい。回答は管理課にしていただきた

い。 

 

 道路の除草については、定期的に委託で実施しているが、全

ての管理が行き届いておらず、御迷惑をお掛けしている。市役

所の前の歩道については、速やかに確認し、早急に対応してい

きたい。 

 

 ほかに質問等はあるか。ないようであれば、今後の協議会に

おいて、今回示されたヒアリングやアンケートの結果も踏まえ、

第３次野田市障がい者基本計画の策定について、引き続き慎重

な審議をお願いし、答申に結び付けていきたいと思う。 

 

 次に議題３の「第２次野田市障がい者基本計画（改訂版）に

基づく取組の進捗状況について」、事務局に説明を求める。 

 
【資料に沿って説明】 

 

 

 ただ今の説明に対して、質問等はあるか。 

 

 先日郵送された資料の文字が小さく読みにくかったが、今日
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障がい者支援課長 

 

 

 

渡辺会長 

 

 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

渡辺会長 

 

上木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字を拡大した資料の配布があった。今後も文字を大きくした

資料の作成をお願いしたい。 

 

 当初送付した資料は文字が小さく、配慮が欠けていたことを

お詫びする。今回我々が作る障がい者基本計画についても、そ

ういった配慮をして、読みやすい資料を提供していく。 

 

ほかに質問、意見はあるか。ないようであれば、先程説明が

あった進捗状況を勘案し、引き続き第２期野田市障がい者基本

計画（改訂版）の進捗に努めるようお願いする。 

 

 次に議題４の「施策の基本的な方向性」への意見等について、

事務局に説明を求める。 

 
【資料に沿って説明】 

 

ただ今の説明に対して、質問等はあるか。 

 

 防災に関して、明日にでも大地震が来るかもしれないので、

私たちも責任を考えると、言っておいた方が良いと思い意見す

る。３８ページの防災、防犯等の推進についての項目で、総合

防災訓練等を通じて、障がいの特性を理解していただくととも

に、障がいのある人に対応した防災施策を推進するとなってい

るが、現実には、防災フェアという形で実施すると聞いている。

９月１日には実施せず、野田市視覚障がい者協会会員も心配し

ている。私にも相談が来ており、障がい者支援課長補佐にも間

に入ってもらい一緒に聴いてもらっている。本当に緊急性があ

って困っているが、最終的に市は何をするのだろうかと疑問が

ある。結局、自治会とかそのような話が出てきてしまって、自

治会でもしっかりと組織化されたところと、そうでないところ

があるし、地域によって異なっている。そんな状況で、本当に

障がい者を助けられるのだろうか、一体どこに行ったらいいの

か、いろいろな疑問が出て、避難せずにその場にいた方がいい

のではないかとすら思える。緊急時に民生委員や自治会に連絡

する制度について、私が資料を作って自治会に回覧したりした

が、現実的に自治会が責任を持ってやっていけるのだろうかと

疑問を持っている。 

自治会に責任を持ってやっていただけるのか、自治会の役員

が変わっていく中で対応していただけるのかを、こういった計

画の中で具体的に盛り込まないと何の解決にもならないし、防

災訓練自体を実施せずに、防災フェアになってしまっているの

で、市がどのように取り組んでいくのかを示してもらいたい。 

 会員からも、過去に防災訓練に参加して、市へ相談や意見を

出したが、本当にこれでいいのかと疑問があるので、具体的に

防災フェアをなぜ実施するのか、どういう意味があるのか、教
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防災安全課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上木委員 

 

 

 
 

防災安全課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

渡辺会長 

 

防災安全課長 

 

えていただきたい。訓練ではなく、フェアでいいのかというこ

とからして、疑問を持っているので、フェアならばフェアで一

番の弱者である障がい者を具体的にどの様に支援するのか考え

ていただきたい。 

 

一昨年前までは、総合防災訓練ということで、各団体に参加

をいただいて、シナリオ型で訓練をしていた。昨年は台風で中

止となったが、防災フェアということで、シナリオ型では参加

される方が限られてしまうため、いろいろな方に防災について

学んでいただき、災害に備えていただくことを目的にフェアと

いう形で昨年から企画している。障がいを持たれている方の団

体にも講演等をお願いし、一般の方にも障がいのある方への配

慮等について知っていただく機会を設けたい。ほかにも関係団

体にブースを設けていただき、様々な対応をしていることを一

般の方にも広く知っていただきたい。障がいのある方が訓練を

するのではなくて、障がいのある方に来ていただき、市がこう

いう対応をしていると学んでいただきたい。一般の方にも障が

いの特性を理解していただき、共に学んでいただく機会として

防災フェアを企画している。 

 防災訓練については、シナリオ型も実施しなくてはいけない

ことは十分承知しており、今年の状況を見て、来年以降シナリ

オ型に戻すか、または防災フェアとして継続していくか判断し

ていきたい。 

 

 障がい者はいざという時に本当に助けられるのかを聴きたい。

そういった視点で作っていくべきと考えている。障がい者も共

に学ぶことは大事だが、現実問題として、私たちは助けられな

いのではないかと心配している。 

 

 障がいのある方に限らず、 要援護者の方についてであるが、

今年避難所運営マニュアルを策定した。先ほど委員からも自治

会がきちんと機能するのかと意見を頂いたが、今年避難所開設

訓練を行った中で、避難所運営マニュアルを使用して実施した。

その中で、各班に分かれて班毎にどのようなことができるか議

論し、要援護者班についても議論していただいた。避難所にど

のように来るかということについては、自主防災組織と連携し

ていただくこととなるが、配慮が必要な方の対応についてマニ

ュアルに記載している。避難所毎に特性が異なり、対応できる

ことも異なってくるので避難所毎に議論していただいた。今年

は１５か所で実施したが、今後広げていきたいと考えている。 

 

今現在、計画を進めているということか。 

 

今年、避難所運営マニュアルを策定したが、マニュアルなの

で画一的なことしか記載されていない。避難所によっては段差
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があるところや、広い部屋を準備しているところもある。支援

が必要な方にはどのような部屋が割り当てられるか等、個別の

内容を議論していただいているところであり、順次、各避難所

で進めていきたい。今後、皆さんの意見を取り入れながら充実

させていきたい。 

 

今後よく読んで意見を出すが、何点か質問したいことがある。

一例であるが、５７ページの、障がい者支援施設の有資格者数

の人数等の数値は、おそらく４月１日の数値だと思うが、正式

なものが完成する時には、最新の数値に変更されるのか。 

 また次の点も一例であるが、４４ページの相談支援のところ

で、ヒアリングやアンケートでも相談支援事業の重要性につい

て盛んに意見があったが、ここでも課題として人数が不足して

いると挙がっている。なぜ不足しているのか考えると、赤字経

営であることが考えられるが、野田市として補助等の予算措置

をして解決していく考えはあるのか伺いたい。 

 

 １点目の５７ページの数値については、実際に発行する予定

が平成３１年３月であり、答申を頂くのが、平成３１年１月で

あるため、その時点で最新の数値で発行する予定である。ただ、

その数値が１月時点か１２月時点かは検討させていただきた

い。時点修正は全て行いたいと考えている。 

 ２点目の４４ページの相談支援については、現在、地域生活

支援拠点事業で、実際には平成２７年度から国の補助金でモデ

ル事業を進めているものだが、今年度新たに、船形で特別養護

老人ホームを運営している社会福祉法人円融会が、隣接地に障

がい者専用のグループホームを建設する中で、市としては、こ

こを拠点として基幹相談支援センター等を含めた相談機能を強

化したいと考えている。現在、計画には全て載せていないが、

来年の１月あるいは、次回の協議会の時には、市である程度決

まっている方向性について全て記載していきたい。 

 

最近、新聞に掲載されている、障がい者雇用の水増しの件で

お聴きしたい。昭和４７年頃、私は公務員であったが、私は片

目が見えず、福祉事務所で障がい者の申請をしてくるよう言わ

れた。そうすれば一人採用しなくて済むとも言われた。片方が

０であっても、両眼で０．６以下でないと障がい者になれない

ということで、当時は片目は普通に見えていたのでそれで終わ

った。野田市役所の実態はどうなのか伺いたい。 

 

市役所の雇用については、人事課が所管しているが、本日は

人事課が出席しておらず、大変申し訳ないが返答できないため、

確認し次回の協議会でお答えしたい。 

 

大きな話題になっているが、調査は行っているのか。 
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大きな話題となっており、千葉県でも不適切な扱いがあった。

野田市については、現在再調査をしている段階と聴いている。

野田市の場合は、手帳を所持している方をカウントしていると

聞いている。現在確認中で、市町村の場合の法定雇用率２．５％

はクリアしていると思われるが、正確な回答は改めて回答させ

ていただきたい。 

 

回答の際は、障がい種別ごとに回答するようお願いしたい。 

 

 平成３０年４月に法改正があり、精神障がいも雇用率に含め

る形になったが、現在野田市では、障がい者枠の雇用について

身体障がい者を対象に採用試験を行っていると思われる。それ

を踏まえて、人事課に確認して回答させていただきたい。 

 

 ただ今の質問については、次回の協議会の際に人事課に確認

し、回答を頂くこととする。 

ほかに質問等はあるか。ないようであれば、期日内に意見書

の提出をお願いしたい。 

 

午後２時４５分、閉会を宣言した。 

 

以上 

 
 


